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　ブドウ栽培では，フイロキセラの被害から免れるため

抵抗性台木につぎ木される．現在わが国で用いられてい

る台木品種は10数種あり，それぞれ環境適応性が異な

り，また穂木品種との組合せにより，生育，収量および

品質などに異なる影響を及ぽすことが知られている．し

かし，従来の1）2）3）報告では必ずしも一致した結果が得ら

れておらず，不明の点が少なくない．

　粘質土壌地帯におけるデラウェア種の好適台木品種を

見いだす目的で，現在わが国で一般に用いられている台

木7品種について，1964年より本実験を開始した．永年

性果樹であるブドウの台木の適，不適は，かなり長期に

わたって比較検討されなければならないが，若令期の生

産睦も経営上重要と考えられるので，今回は第5年次ま

での成績を報告する．

　本実験の1969年度の調査に多大の協力を得た中谷学氏

（当時園芸学研究室専攻学生）に深謝の意を表する、

　　　　　　　実験材料および方法

　本実験は島根大学農学部附属本庄総合農場で1964年か

ら1969年の間に行なった、試験ほ場の地質は小柴ら4）に

よると洪積世に属し，粗面安山岩質砕屑岩類よりなる．

土性は重埴土，PHは4．60，容水量は64．12％，腐植は

074％，置換性塩基総量は544me，土色は暗赤褐色で

ある．供試した台木品種は第1表のとおりで，穂木と台

木のさし木苗を1964年12月に同時に定檀した．寄つぎは

1965年8月に地上30cmの位置で行ない，1966年12月

※本研究の要旨は昭和45年度園芸学会秋季大会において発表

※※附属農場

※※※園芸学研究室
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に穂木のつぎ木部位のすぐ下に針金を巻いた．現在もつ

ぎ木部の下の穂木は切り離していないが，幹の肥大にと

もなって針金はかなりくい込んでおり，穂木根部よりの

養水分の移行は著しく制限されていると考えられる．整

枝法は長しょうX型である．供試樹は各品種とも4本で

着果開始後毎年全果房にGA処理を行なった．栽培管理

は島根県ブドウ栽培歴に準じて行なった．

　樹体の生育については，せん定量を植付翌隼の1965年

より1969年の5年間，毎年冬季せん定時に測定した，ま

た1969年に新しょう数，主枝先端新しょう伸長量，新し

ょう5～6節間太さ，新しょう1m当り節数，樹冠面積

を調査した．なお，新しょう1m当り節数は新しょう基

部から1mまでの間の節数とした．樹冠面積はせん定前

に，主幹を申心とし各方位別に主枝の先端までの距離を

測定して面積を算出した．

収量は着果開始年の1967年より毎年収穫時に測定した．

　果実の品質調査は1969年8月3日に採取した果房につ

いて，果房重，果房長，着粒数，10粒重，糖度，酸度，

果色などの測定を行なった．糖度はハンド・リフレクト

メーターで測定し，酸度はO．1規定の水酸化ナトリウム

　　　　　　　第1表供試台木品種

台　　　木　　　品　　　種

Hybrid　Franc（γブψω炉｛∫×γη加ゲκα）

γ〃・鮒幼加×γ〃妙炉缶1202
τ1；ブψαブ｛αxyニブ〃クθ5炉兆　　　3306

W　γτクαブzα×τ7；ブ〃クθ5左ブτ∫　　　3309

γろぴ1伽”κ｛×γブψα”α　420A

γろκ1伽”κτ×γブψα〃αTe1ek18B

yろぴZ伽∂κ〃xγブψα〃αTe1ek15BB

略称

H．F．

　1202

　3306

　3309

420A
8　B

5B　B
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溶液を用いて測定し，酒石酸で示した．果色は一定面積　　’、3306，H．F．がすぐれ，ついで8B，自根の順となり，

の果皮より1％メタノール塩酸でアントシアニン色素を　　1202，5台B，420A，が劣った．

抽出し，日立分光光度計E　PU－2A形を用い，525mμ　　　2．果実の収量および品質

の波長で吸光度を測定し，果皮一定面積当りのアントシ　　　第1図に示すように，・1髄7年から各つぎ木樹および自

アニンの濃度で示した．　　　　　　　　　　　　　根とも着果を開始した．収量は着果開始年より毎年3309

　1969年7月15日に採取した葉について，葉内ρN，P　　3306，H．F．，8Bが高く，420A，5BB，1202が低

K，CaおよびMg含量を定量した．Nはセミミクロ・　　かった．白根は着果開始年はもっとも低かったが，着果

ケルダール法，Pはヴァナジン酸アンモン・モリブデン　　2年目より増加し，3年目においては，3309，H．F．

法，Kは烙光分析法，CaおよびMgはEDTAによ　　についで高い値を示した13年間の累計収量では，3309
るキレート滴定法により行なった．’　　　　　　　　　　3306，H．F．がすぐれ，ついで8B，自根の順で，420

　台木および穂木の幹径は1969年12月のせん定時に，つ　　A，5B　B，1202が劣った．

ぎ木部の上下それぞれ10cmの位置を測定した．　　　　　　果実の品質については第3表に示すように，果房重，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果房長，着粒数，10粒重のいずれにおいても3309．3306
　　　　　　　　実　験　結　果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がすぐれ，ついで白根，H．F．，8Bの順となり，1202

　1・樹体の隼育　　　　　　　　　　　　　　　　　420A，5BBが劣った．糖度は3309，H．F．がやや高

、．樹体の生育については第2表に示すように・3306・8　　く，酸度は3306．1202．3309がやや低かった．果皮一定

Bは・．一早㌻61節間でみた新しょうの太さが大で・また単　　面積より抽出したアントシァニン色素の吸光度で示した

位長当りρ節数が少なく・H・F・・白根の新しょうは逆　　　果色では，5BB，420A，33q9がすぐれ，120Z3306

に細く・節数が多かった・樹冠面積・1969隼せん定量お　　が劣った．

よ．び5年間の累計せん定量のいずれにおいても，3309，

　　　　　　　　　　　　第2表台木品種の相違とデラウェアの樹体の生育（1969年）

J+ ri 7f~ ~:l~11: ~ 

H.F. 1202 3306 3309 420 A 8B 5BB ~i ~ ~~~ 
~f, ty J~ 5 ~~( a) 170 ･ 5 107 ･ 3 122 . 3 149 . 3 ll7 . O 138 . 3 ll5 .8 123 . O 

~~~~~~~~f~J~ ~ {~~~: (**) 333 . 9 410 ･ O 406 . 5 405 . o 330 . 2 386 . 7 361 . 5 400 . 9 

~fIJJ~ 5- 5-6~:"+nf~~~~ (cm) O . 70 o . 79 o . 83 O . 79 O . 74 o . 82 o . 75 O . 72 

19 . 8 17 ･ 3 16 . 1 17 . 9 18 . 8 16 . 8 18 . 5 19 . O 

~f 7r~]~~i; ~f ~~~ *) (m2) 59 . 2 40 . 2 56 . 5 64 . 1 29 . 5 48 . O 38 . 4 43 . 9 

~~ /~ - ~~ ~~ a) (kg) ~~ 7.0 5.6 7.3 8.3 4.8 6.1 5.0 6.5. 

-~~~.~f~~~.'~'~"~'-'*+~~t/~~~ -= ~a) (1965-1969)(kg) 16 . 7 14 . 2 20 . o 20 . 7 14 . 3 16 . O 14 . 2 14 . 7 
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口・967年　口・9・9年

皿1968年　囲累計（19・7㌻1969年）

H．F－　　　　　　　　1202． 　　　3306　　　　　　　　309　　　　　　　　420A　　　　　　　　　B

第1図台木品種の相違とデラウェアの果実の収量

5BB　　　　　　　　自根
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第3表 台木品種の相違とデラウェアの果実の品質（1969年）
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台木品種
H．F． 1202 33p6 3309 420A 8　B 5BB 自根

項目

果　　房　　重（9） 110．4 93．5 120．8 122．5 92．5 106．7 91．2 115．6’

果　　房　　長（Cm） 12．5 11．7 12．7 13．O 12．4 12．4 11．9’ 12－7

着　　　粒　　　数 88．6 76．6 90．7 90．O 82．2 88．1 75．5 92．5

10　　粒　　重（9） 12．5 12．2 13．3 13．6 11．2 12．1 12．1 12．5

糖　　　　　度（％） 17．O 16．5 16．7 17．O 16．7 16．4 16．4 16．8

酸　　　　　度（％） O．90 O．81 O．78 O．82 O．90 O．89 0．85 O．89

果　　　色（吸光度） O．59 O．49 O．48 O．69 O．69 O．58 0．70 0．61

第4表、台木品種の相違とデラウェ’アの棄内成分含量（1969隼7月採取）

台木品種
H．F． 1202 3306 3309 420A 8B 5BB 自根1

要素
（乾物％）

N 2．27 2．59 2．84 2．39 2．48 2．53 2．51 2．45

P O．26 O．33 0．29 O．24 O．25 O．27 0．25 O．27

K 1．32 1．51 1．37 1．45 1．38 1．31 1．35
1．乞1

Ca 1．15 1．08 1．16 1．13 1．07 1．23 1．16一 1．22

Mg O．21 O．18 O．17 O．14 O．14 O．13 0．17 O．19

　3．葉内成分含量

　台木品種の相違が葉内成分に及ぼす影響を明らかにす

るため，N，P，K，CaおよびMg含量を調査した結果

は第4表のとおりである．NについてはH．F．，3309，

自根の含量が低く，3306が著しく高かった．P，Kおよ

びCaについては台木間で大きな相違が認められなか

った．Mgについては8B，420A，3309が著しく低く，

従来の5）6）7）報告による欠乏症の限界含量5）7）O．25～O．18

％の下限よりも低かった．

　4　台木穂木の相対的発育

　つぎ木部における台木穂木の相対的発育を模式的に示

したのが第2図である．各台木の幹径は3．O～6．4cmの

間にあり，各台木につぎ木した穂木の幹径は4．5～5．5

Cmの間にあった．すなわち，台木間の幹径の差は，各

台木につぎ木した穂木間の幹径の差より大きかった．台

木簡の幹径の差についてみると，H．F．がもっとも大き

く，ついで1202．3306．3309，420Aの順となり，8B，

5BBが小さかった．穂木間の幹径の差は，3306．3309

が大きく，ついでH．F．，自根の順となり，420A，8

B，1202，5BBが小さかった．穂木に対する台木の太

さの比（台木幹径／穂木幹径）は，H．F．が1．23でいわ

　1．2
穂

木1．O
に

．対

す0．8

木O．6
の

太
さ0・4
の

比0．2

幹

径

H・F・　耳202 306　　330 420A　　8B　　　5BB

H　F 3306　　　　　　　　　　　　　　　　自艘

　第2図　つぎ木部における台木穂木の相対的発育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1969年）

ゆる台勝ち現象を示し，1202が1であった．他の台木は

すべて1より低く台負け現象を呈した．
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考　　　　察

　ブドウ・デラウェア種の台木試験に関する報告1）2）3）は

少なくないが，これまでの試験結果は必ずしも一致して

いない．その原囚として，土壊あるいは栽培条件が異な

ることが考えられるが，それらの条件が明らかにされて

いない場合が多い．そのため，ある立地条件に適した台

木の選択は，現在においても著しく困難な問題である．

　本実験に用いた台木品種はわが国でもかなり以前より

使用されており，フイロキセラに対する抵抗性において

は，いずれもほとんど相違がなく，耐早性では420A，

3309などがすぐれ，一方耐水性では420A，1202．3306

などがすぐれていると報告2）されている．本実験の結果

によると3309．3306，H．F．につがれたものが，若令

期において重要視される樹冠の拡大率においてもっとも

すぐれ，果実の収量においてもすぐれた．従来の報告1）2）

をみてもこれらの3品種は，ほぼ同様と思われる土壌条

件（粘質土壌）で，デラウェア種に対して良い結果が得

られている場合が多い．ブドウは一般に若令期において

生長が早く，樹冠の拡大が急速に行なわれる場合，着果

しにくいことが多い．しかしながら，デラウェア種は本

来樹勢の弱いほうで，また若令期より着果の安定した品

種である．したがって，これらの台木品種によって樹冠

の拡大が促進されても，着果が抑えられることが少なく

樹冠の拡大が直接的に良好な結果枝の増加となり，収量

も多くなったものと思われる．これらの3品種は果房

重，粒重などよりみた果実の量的形質に対しても好影響

を示した．しかし，3306は着色の点でやや劣る傾向が認

められた．

　本実験のような重粘な土壌条件では根圏は低酸素状態

にあり，そのため根の生長あるいは活動が抑制される可’

能性がある．ブドウは果樹種類間では比較的酸素要求度

の低い8）9）lO）ほうであるが．それでも根圏の通気の良否に

よりかなり地上部の生育に影響が認められている．8）10）

しかしながら，ブドウの台木品種間では，根の酸素要求

度についての調査は行なわれておらず，今後この点を明

らかにすることが，台木の土壊適応性を明確にするうえ

で重要と考えられる．

　根による養分吸収の一つの指標となる葉内成分含量（

N，P，K，Ca，Mg）は，生育あるいは収量などでみられ

た台木品種間の相違と直接的な関連性を示さなかった．

なお，3306および1202においては，葉内のN含量がもっ

とも高ぐ，その場合，果実の着色が劣ったことが注目さ

れる．

　以上のように，粘質土壌で行なわれた本実験の植付後

第5年次までの結果では，樹冠の拡大，果実の収量，品

質よりみて，3309，H．F、がデラウェア種の台木とし

てもっともすぐれていることが認められた．しかしなが

ら，台木の適，不適については，樹令の長短，収量，品

質の安定性などに及ぼす影響を長期にわたって調査した

のち，結論をだすべきであり，今後実験を継続する予定

である．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　粘質土壌におけるブドウ・デラウェア種の好適台木品

種を見いだす目的で，島根大学農学部附属本庄総合農場

において，1964年より数種の台木品種について比較試験

を行なっている．本報告は最初の5年間の成績をまとめ

たものである．

　収量については，3309．3306，H．F．を用いた場合に

すぐれ，ついで8B，白根の順となり，420A，5BB，

1202が劣った．このような相違は台木により，穂木の樹

冠拡大率が異なったことに主として基因するものと思わ

れる．なお，果房重，果粒重などにおいても同様の傾向

が認められ，糖度，酸度，果色よりみた果実の質的形質

1亨おいても，3309はすぐれていた．葉内のN，P，K，

CaおよびMg含量のうちN含量は，台木間で相違が

あったが，これらの結果と直接的な関連性は認められな

かった．
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Summary 

In order to find out the suitable rootstock for Delaware grapes grown in clayey soil 

areas, a comparative study has been conducted since 1964 on Delaware grapevines 

approach-grafted with seven phylloxera-resistant rootstocks in the vineyard of Shimane 

University, Honjo, Matsue. The rootstocks used were Hybrid Franc (V. rupestris x V 

vinifera) , 1202 ( V. mourvedre )'(. V. rupestris) , 3306 (. V. riparia )'( V. rupestris) , 3309 ( V. 

rrparta )< V. rupestris) , 420A ( V. berZandieri ;;/. V. riparia) , Teleki 8B ( V. berlandieri )'< V 

riparia) , and Teleki 5BB ( V. berlandierix V. riparia) . This report involves the results 

obtained in initial 5 years until 1969 

As for yield, Delaware grapevines grafted on the rootstocks of 3309, 3306 and Hybrid 

Franc were the most superior, followed by that on Teleki 8B, own-rooted, on 420A, 

Teleki 5BB, and 1202 in the order. These differences in the productivity of the scion 

variety were closely related to the size of canopy, which was affected extremely by the 

rootstocks. The rootstocks of 3309, 3306 and Hybrid Franc also had good effects on 

bunch size as well as berry size, and 3309 was the best in the respects 0L qualitative 

charactors of bunch such as skin color and the contents of soluble solids and Lree acids 

Among the contents of N, P, K, Ca and Mg in the leaves, N content was most fluctu-

ated by the rootstocks, but any distinctive relationship could not be found between N 

content and growth or yield in the grafted vines. 

Thus, 3309, 3306 and Hybrid Franc, especially 3309 seem to be the favorable rootst-

ocks for Delaware grapes in the soil condition at this time, though further long term 

study is necessary to come to the final conclusion. ' 


